	くらし建設委員会会議録要旨

	開会日
	平成25年9月25日（水）午前10時00分

	閉会日
	平成25年9月25日（水）午後 0時45分

	場所
	長久手市役所西庁舎　第7・8会議室

	出席委員
	委 員 長　　田崎あきひさ
副委員長　　木村さゆり
委　　員　　浅井たつお　　　伊藤祐司　　　さとうゆみ
　　　　　　丹羽茂雄

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	市長　　　　　　　田一平　　
行政経営部次長兼人事課長　三浦　肇
財政課長　　　　　福岡智浩　　財政係長　　　井上隆雄

くらし文化部長　　布川一重　　次長　　　　　高嶋隆明

たつせがある課長　吉田弘美　　課長補佐　　　福岡弘恵

地域協働係長　　　名久井洋一

環境課長　　　　　中條宏之　　課長補佐　　　河瀬浩司

環境係長　　　　　児玉　剛

建設部長　　　　　鎌倉一夫

土木課長　　　　　山口浩二

課長補佐兼工務係長　矢野克明　維持管理係長　丸山賢一

区画整理課長　　　加藤英之　　開発調整監　　加藤　敬

公園西駅開発推進室長　尾関　力

課長補佐兼開発推進係長　川本満男

建設部次長兼下水道課長　浅井十三男

課長補佐兼工務係長　山田直樹

経営係長　　　　　木全麻規子　専門員　　　　伊藤弘憲

計　24人

	職務のため出席した者の職氏名
	議長　　　　　　　正木祥豊
議会事務局長　　　野田和裕　　書記　　　中川暁敬

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　 開会宣言
議案第50号

区画整理課長　議案第50号　平成25年度長久手市公園西駅周辺土地区画整理事業特

別会計補正予算（第１号）について説明
浅井委員　　　土地区画整理審議会選挙はいつか。

区画整理課長　10月27日を選挙日として告示している。

さとう委員　　今後の審議会の日程は決まっているか。
区画整理課長　審議会は、年度内に６回予定している。

さとう委員　　今回の補正は審議会６回分の金額か。

区画整理課長　審議会委員10人、審議会６回分の費用を計上した。

さとう委員　　当初報償金として計上し、今回、委員報酬に変更したのはなぜか。

区画整理課長　当初、先進事例などを調べ報償金としていたが、その後あらためて調

査したところ、特別職の職員に支払う報酬として条例に定め、委員に支

払わなければいけないことが判明したためである。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし
議案第50号　平成25年度長久手市公園西駅周辺土地区画整理事業特

別会計補正予算（第１号）については、賛成多数。

議案第50号は、原案のとおり可決
議案第56号
区画整理課長　議案第56号　長久手市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例及び長久手市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例について説明
さとう委員　　長久手市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例に今回追加された３種類の報酬区分について、市施行の区画整理事

業以外では当該報酬区分を適用することはないと思われるが、いつごろ

をめどにこの条例から当該報酬区分をはずす予定か。
区画整理課長　今後市施行で区画整理事業を行う場合は、この条例を利用すること

になるため、現時点では廃止はしない。
さとう委員　　公職選挙では開票立会人・選挙立会人の報酬は、それぞれ選挙１回に
つき１万円である。一方、今回新たに追加される土地区画整理審議会委

員選挙立会人は、選挙１回につき１万1,000円となっている。1,000円

の違いはなにか。

区画整理課長　公職選挙の投票立会人の報酬は、同条例で日額1万2,000円以内と規

定されており、期日前投票の立会人においては１万1,000円支払ってい

る。今回の審議会委員選挙は、投票及び開票の立会をお願いするため期

日前投票の立会人の金額を参考とした。
伊藤委員　　　今回新たに長久手市使用料及び手数料条例に追加される手数料の金

額は、土地区画整理組合が施行する場合の手数料と同額か。

区画整理課長　同額である。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　

浅井委員　　　市施行での区画整理が、今後も一般的な手法として今後も続いていく
と思われるため賛成とする。
反対討論　なし

賛成討論　なし
議案第56号　長久手市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例及び長久手市使用料及び手数料条例の一部を改正す

る条例については、全員が賛成。
議案第56号は、原案のとおり可決

認定第４号
下水道課長　　認定第４号　平成24年度長久手市公共下水道事業特別会計決算認定について説明
さとう委員　　使用料及び手数料の収入未済額が約1,500万円程度あるが何人分か。
下水道課長　　約1,100人分である。

浅井議員　　　分担金及び負担金の不能欠損額5,600円の内訳はなにか。

下水道課長　　１人分の滞納額である。転出で行方不明となり、５年時効により不納

欠損とした。

浅井議員　　　面積はどの程度か。
下水道課長　　資料は持っていないが、マンションの区分所有分である。
浅井議員　　　次の入居者が、未払い分を請求されるのか。
下水道課長　　次の入居者へ未払い分の請求はできない。

さとう委員　　不納欠損額が昨年度に比べ増額となっているが、単身者について昨年
度から督促の方法等を変えたのか。
下水道課長　　転出者が多く、５年時効となってしまった。
伊藤委員　　　施設の建設に交付金を使っているが、施設の目的外使用に制限はある

か。

下水道課長　　目的外使用については制限がありできない。規制がかかる年数は不明。

丹羽委員　　　舗装本復旧工事について、全体の発注件数と地元業者が受注した件数

はどうか。

下水道課長　　片平団地の舗装本復旧工事については市内業者１者。長久手第９汚水

幹線舗装本復旧工事についても市内業者１者。5,000万円以下の工事で
あれば基本的に市内業者に発注する。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし
認定第４号　平成24年度長久手市公共下水道事業特別会計決算認定

については、全員が賛成。

認定第４号は、原案のとおり認定
認定第５号
下水道課長　　認定第５号　平成24年度長久手市農村集落家庭排水施設特別会計決

算認定について説明
さとう委員　　平成24年10月から中部水道企業団に下水道使用料の徴収事務を委託

しているが、効果は出ているか。
下水道課長　　納付書による期限内納付の割合は以前と大きく変化はないと感じて

いる。滞納者に対しては、企業団より滞納期間４カ月で「給水停止予告」
が発送されるが、予告を受けたほとんどの方は、その後納付される。最
終的に99.9％の方に納付して頂いた。残りの0.1％にの方ついては、ほ
ぼ全員が転出のケースである。

浅井議員　　　熊張苑受益者分担金について、北浦地区の受益者数は何件か。また、

熊張苑の残容量はどの程度か。
下水道課長　　北浦・小深地区として41人。熊張苑の残容量について、具体的な接
続可能件数は不明だが、申請の都度、容量を確認して接続を行う。余裕

のある状況ではない。
さとう委員　　徴収について、企業団では転出した人の追跡は実施しないのか。また、
給水停止になった人は、市内にいるか。

下水道課長　　住所が追跡できる場合は追跡している。また、携帯電話の番号がわか
る場合についても、本人に連絡をしている。給水停止は、平成25年２
月以降で毎回20件程度実施した。給水停止予告は毎回110件程度。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし
認定第５号　平成24年度長久手市農村集落家庭排水施設特別会計決

算認定については、全員が賛成。

認定第５号は、原案のとおり認定
議案第57号
下水道課長　　議案第57号　長久手市農村集落家庭排水施設事業分担金徴収条例の

一部を改正する条例について説明
さとう委員　　市税条例の改正と同じく、納期限後１か月以内の延滞金の率は、通常

の延滞金の率よりも低くなるのか。
下水道課長　　納期限後１か月以内の延滞金の率については、現状では7.3％である
が、改正後は、特例基準割合プラス１％の率となる。市税条例と同じで

ある。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし
議案第57号　長久手市農村集落家庭排水施設事業分担金徴収条例の

一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第57号は、原案のとおり可決
議案第58号
下水道課長　　議案第58号　長久手市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例

の一部を改正する条例について説明
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし
議案第58号　長久手市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例

の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第58号は、原案のとおり可決
＜休憩　１１：０５＞
＜再開　１１：１５＞

議案第62号
土木課長　　　議案第62号　市道路線の廃止について説明
さとう委員　　今後の周辺道路の予定はどのようか。
土木課長　　　土地区画整理組合により仮設道路がつくられる。バスロータリーのあ

る広場については、当面そのまま使用する。

質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし
議案第62号　市道路線の廃止については、全員が賛成。

議案第62号は、原案のとおり可決

認定第８号
環境課長　　　認定第８号　平成24年度長久手市卯塚墓園事業特別会計決算認定に

ついて説明
浅井委員　　　借入先が金利の異なる３種となっているのはなぜか。

財政係長　　　コンベンショナル方式で入札を実施した。入札された利率の低いもの

から順に合計12億円になるよう借入先を選定した。

丹羽議員　　　一番効率的な借り方ということか。

財政係長　　　一番効率的である。

さとう委員　　10年金利見直しとあるが、10年後、20年後の利率はどうなるか。
財政課長　　　現在、財政融資レートとの乖離を参考にしているが、10年後について

も同様の方法で見直しを行う。

委員長　　　　12億一括借入の場合の金利はどの程度か。
財政課長　　　年利１％の入札と0.98％の入札があった。
さとう委員　　大垣共立銀行からは同じ５億円で２つの金利で借入を行うようだが、

金利が異なるのはなぜか。

財政係長　　　大垣共立銀行としては、0.49％の金利で貸付をできるのは５億円のみ
ということ。残りの５億については0.55％の金利でないと貸付を行えな

いため、このような入札となった。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし
認定第８号　平成24年度長久手市卯塚墓園事業特別会計決算認定に

ついては、全員が賛成。

認定第８号は、原案のとおり認定

議案第53号
たつせがある課長　　　

議案第53号　長久手市地域共生ステーション条例の制定について説
明
浅井委員　　　使用料の減免について、メンバー構成の50％が市民で構成されてい

る団体とあるが、地域の制約はあるか。
たつせがある課長

地域の制限は考えていない。
浅井委員　　　団体の規約の有無などは、使用料減免の条件とするのか。

たつせがある課長

会議室の使用方法と団体の登録方法について、地域と会合を開き検討

しているところである。詳細はまだ決まっていない。

さとう委員　　条例の第４条に、ステーションを利用するには市長の許可が必要とあ
るが、本日配布の資料には会議室を利用する場合のみ利用申請が必要と

ある。オープンスペースの利用に関して申請は必要なのか。
たつせがある課長
他の公共施設の設置条例に沿う形での条文である。オープンスペース

については、みなし許可とする。

さとう委員　　会議室申請は、どの程度先の予約が可能か。

たつせがある課長

規則で定める。事前に周知していきたい。
浅井委員　　　まちづくりセンターの条例では、市長の許可が必要なものとして「交

流スペース」は除かれているが、地域共生ステーションについても、「集

会室を除く」といった文言を入れることは考えていないか。
たつせがある課長

今後設置されるステーションについても、この条例で対応していきた
いと考えているため、詳細については規則で定めていくこととしたい。

浅井委員　　　平成24年度予算の市長の施政方針にも地域共生ステーションに関し
て「気軽に集まり・語らう拠点」とあるので、条文については、もっと
平易な内容とし、誰でも気軽に立ち寄れることを表現すべきではないか。

たつせがある課長
もちろん、誰でも気軽に立ち寄れることを前提としている。今後、地

域共生ステーションの趣旨については、市民に強くアピールしていくた
め、パンフレットや掲示物等で周知を図っていく。
浅井委員　　　名称について、次に北小学校区のステーションが整備されたとすると、

「北小校区共生ステーション」となるのか。

たつせがある課長

名称は、地域の方々との打合せの結果で決まった。今後の地域共生ス

テーションについても、地域の声を反映させていきたい。
丹羽委員　　　市民が一人でも入っていれば、利用登録できるのか。

たつせがある課長

　市民が主体となって運営を行う施設であり、地域の課題に対する取り

組みを推進するという施設の趣旨に沿う形での活動をして頂く。登録団

体の活動状況等については、地域の協議会でチェックをしていくことと
なる。

伊藤委員　　　条例の文言には制限があり、平易な文書にすることは難しいというが、
具体的にどういうことか。
くらし文化部長

　市内の他施設や他市町村の状況なども踏まえ、今後設置される共生ス
テーションにも対応できるよう条例に関しては汎用性が必要と判断し
た。公共施設として入れるべき文言についても、精査した上で取り入れ
た。
伊藤委員　　　様々な市民や市民団内等が気軽に集まれるような表現は、規則できち

んと整備していくか。

くらし文化部長

規則で整備していく。施設の見えるところに、施設の設置目的などを
掲出し、市民にも周知を図りたい。

伊藤委員　　　使用料の400円だが、パーテーションで区切って部屋を使用するなど

した場合、料金は変わるのか。

たつせがある課長
ステーションの趣旨を鑑みて、市民については減免を行うことを考え

ている。ただし、有料利用した場合においては、仮に半面使用した場合
であっても全面使用の場合と金額はかわらない。
さとう委員　　２か所目、３か所目のオープンの目途はあるのか。
たつせがある課長
明確な目途は立っていないが、西小校区以外にも北小校区において協

議会が発足している。
さとう委員　　２か所目を整備する予算について、来年度の当初予算が付かなかった

場合においても、年度途中で整備のための補正予算を組むなどして整備

を行う可能性はあるか。
たつせがある課長
既存の施設の活用を考えている。タイミングが合えば来年度当初予算

を要望するが、現状では具体的に決まっていない。
浅井委員　　　愛称については、完成してから募集を行うのか。
たつせがある課長

愛称については、地域との会合の中で、ステーションがオープンし実

際の使われ方を見た上で募集をしていきたいとの意見があったため、そ

のように実施する予定である。
浅井委員　　　オープン時に市民が考えた愛称の看板が掲げられていることが重要

と考えるがどうか。
たつせがある課長

ＰＲは大切なことである。オープン時は条例の名称で運営し、愛称を
当初の予定よりも早く募集することとする。
さとう委員　　使用料の減免は事前登録か。また、誰の判断で減免対象となるのか。
たつせがある課長

事前登録とし、氏名、住所等を記入していただき、協議会で判断して

いく。

質疑及び意見を終了

委員長　　　　浅井たつお委員から修正の動議が提出された。
浅井委員　　　修正案の説明。

さとう委員　　条例の文言に「様々」といった曖昧な表現はなじまないと思う。具体

的には何を想定しているか。

浅井委員　　　平成24年度予算の市長の施政方針には「地域の身の回りの問題」と
書かれていたが、高齢者福祉や介護福祉など、まさに地域の問題は様々
であるため、条文にも「様々」という文言を入れるべきと考えた。

質疑及び意見を終了
修正案に対する討論

賛成討論　なし

反対討論　
伊藤委員　　　修正案の説明が曖昧で釈然としない。修正案についても執行部が示し

た条例案と趣旨は大して変わらないので、修正案に反対する。
賛成討論　なし

反対討論

丹羽委員　　　執行部の示した説明資料により、地域共生ステーションの設置の趣旨

が十分読み取れるため、修正案に反対とする。
賛成討論　

浅井委員　　　執行部の条例の文言からは人の温かみが感じられないため、修正案に
賛成とする。

反対討論

さとう委員　　条例の文言に「様々な」「誰もが」といった曖昧な表現はなじまない
ため、反対とする。

賛成討論　なし

反対討論　なし

原案に対する討論

反対討論　なし

賛成討論

伊藤委員　　　工事も始まっていると聞く。条例の整備を急がなくてはいけない。条例の表現に問題があるかもしれないが、やむなしとのことで賛成とする。

反対討論　なし

賛成討論　なし

修正案第２号　議案第53号　長久手市地域共生ステーション条例の

制定についてに対する修正案については、賛成少数。

修正案第２号は、否決
議案第53号　長久手市地域共生ステーション条例の制定については、

賛成多数。

　議案第53号は、原案のとおり可決

＜休憩　１２：２３＞

＜再開　１２：２８＞
請願第２号
浅井委員　　　請願第２号　猫の避妊・去勢手術補助金の増額を求める請願について

説明
丹羽委員　　　請願の要旨に記載されている「ワクチン接種」とあり、説明の中でワクチンかは不明と言っていたが、どういうことか。わからないものに対して賛成はできない。
浅井委員　　　手術にあたって必要な血液検査や諸々の費用で３万円程度かかるようだ。

さとう委員　　飼い主がいる猫といない猫がいると思うが、今回の補助対象として迷い猫に限定するということは考えなかったか。飼い猫も対象とするのか。
浅井委員　　　請願者としては、捨てられた猫を対象と考えている。

さとう委員　　地域の猫を見守る今後の活動については、どう考えているか。

浅井議員　　　確認していない。請願者自身の経験に対しての請願である。

伊藤委員　　　配布した資料と請願の趣旨が合致しておらず請願者の思いが伝わってこない。請願者の意思と考えてよいか。

浅井委員　　　私の考えで配布したものだ。ヒントになるのではと思った。
伊藤委員　　　手術をした後の猫は保護しているのか。
浅井委員　　　推測だが、屋外でえさを与えているのではないか。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論　

伊藤委員　　　実情は理解できるが、他の自治体の取り組みなどをみても効果に疑問

が残る。もっと制度を考えてはどうか。補助金の増額だけで解決できる

問題ではなく、今しばらく待ったほうがよいと考えるため反対とする。
賛成討論　なし
反対討論　なし

請願第２号　猫の避妊・去勢手術補助金の増額を求める請願について

は、賛成少数。

請願第２号は、不採択
委員長　　　　次に、閉会中の継続調査について諮る。
　　　　　　　継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査す
ることを委員長が提案する。
　　　　　　　異議なしのため継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承する。
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認
　　　　　　
委員長　　　　閉会宣言
　午後０時45分　終了
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成25年9月25日

くらし建設委員会委員長　　田崎あきひさ
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